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貴重な自然遺産を守りましょう。

室戸ユネスコ世界ジオパークのほとんどの場

所では、岩石や動植物の採取に許可が必要と

なります。許可申請は室戸市までお問い合わ

せください。学術的な調査・研究の際には、

当協議会までお問い合わせください。

2022 年 2 月 1 日 改訂版発行

先
っ
ち
ょ
に
は

訳
が
あ
る
。



ジオパークは、自然と、歴史と、生活文化と、食文化に、

触れ、自然とジブンとの関わりを知る場所。

室戸は、地球の動きを実感できる、まるごと、さんかく、

ジオパークなのです。

室戸ユネスコ世界ジオパークは、大地が盛り上がり続

ける場所で人々がどのように賢く暮らしてきたかをテ

ーマにしています。

２０１１年９月１８日、美しい自然とそれを守りなが

ら活かす活動が高く評価され、世界ジオパークネット

ワークへの加盟が認定されました。

地球のダイナミックな営みと、ともに過ごしてきた人々

の暮らしぶりに触れてみよう。
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主な見どころ
ディープな小ネタ（P.42)

P.10-11

室戸ユネスコ世界ジオパーク　主な見どころ

A
B
C
D
E
F
G
H
I
J
K

羽根岬 ―――――― P.12
登層 ――――――― P.12
枦山－西山台地 ―― P.16
吉良川まちなみ ―― P.13
キラメッセ室戸 ―― P.20
行当－黒耳海岸 ―― P.22
崎山台地 ――――― P.16
奈良師－元海岸 ―― P.36
鯨文化 ―――――― P.21
室津港 ―――――― P.24
菜生－坂本海岸 ―― P.25

室戸世界ジオパークセンター  P.10

L
M
N
O
P
Q
R
S
T

津呂 ――――――― P.25
室戸岬 ―――――― P.26
遍路道 ―――――― P.32
海洋深層水 ―――― P.34
日沖－丸山海岸 ―― P.36
佐喜浜 ―――――― P.37
段ノ谷山 ――――― P.38
加奈木のつえ ――― P.41
夫婦岩 ―――――― P.36



室戸の「おいしい」
ジオトラベル

おいしい魚が
たくさん！

おいしい野菜と
果物がたくさん！

水はけ・日当た
りの良い畑

「海成段丘」

隆起する大地

豊かな漁場

栄養豊富な
海洋深層水

起伏に富んだ
海底地形

海洋プレートの沈み込み

大陸プレートの圧縮

西山－枦山台地で
農作業を見学

たとえば・・・　　　　
おいしい料理を

もっとおいしく食べる
ジオトラベル

室戸岬ガイドツアーで
隆起の秘密を探る

アクアファームや
シレストむろとで
海洋深層水にふれる

室戸ユネスコ世界
ジオパークで探す
ジオストーリー

サツマイモ



室
戸
の
大
地
の
大
部
分
は
、約
５
０
０
０
万
〜

１
６
０
０
万
年
前
と
い
う
時
代
に
太
平
洋
の
深

海
で
堆
積
し
た
地
層
で
で
き
て
い
ま
す
。海
の

プ
レ
ー
ト
上
の
堆
積
物
が
プ
レ
ー
ト
運
動

に
よ
っ
て
次
々
と
運
ば
れ
、南
海
ト
ラ
フ

で
そ
の
一
部
が
陸
の
プ
レ
ー
ト
に
は
ぎ
取

ら
れ
て
付
け
加
わ
り
ま
す
。こ
れ
を「
付
加

体
」と
よ
び
ま
す
。室
戸
を
含
む
四
万
十
帯

は
、地
質
学
者
の
調
査
に
よ
っ
て
世
界
で

初
め
て
付
加
体
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
地
層
群
で
す
。

室戸ユネスコ世界ジオパーク室戸ユネスコ世界ジオパーク

ふ　　か　　たい

りゅう　　き

へん　   どう　   たい



ジオパーク
体感ボックス

DONET2
コーナー

ここは室戸ユネスコ世界

ジオパークを遊びつくす

ための拠点基地じゃ。 キミ

もジオトラベラーになっ

て、ここからフィールド

に飛び出すのじゃ！

まがり博士

室戸ユネスコ世界ジオパークで大地

の成り立ちと人の営みの研究をして

いる。髪形はカールしているが、曲

がったことは大嫌い。

入館無料
9:00 ～ 17:00　年中無休
駐車場あり（50 台）
tel: 0887-22-5161
fax: 0887-23-1618
高知県室戸市室戸岬町 1810-2

入館無料
9:00 ~ 17:00   年中無休
駐車場あり（50 台）
tel: 0887-23-1610
fax: 0887-23-1618
高知県室戸市室戸岬町 1810-2 



吉
良
川
の
ま
ち
な
み
で
は
、
室
戸
と

い
う
土
地
で
自
然
と
共
生
し
て
い
く

た
め
に
作
り
出
さ
れ
た
知
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を
地
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の
伝
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造
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が
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室戸ユネスコ
　　世界ジオパーク

1. 羽根川の清流（大岸付近）。
透明度がきわめて高く、夏には
子どもたちの泳ぐ姿が。水質が
良いのは、流域の環境が保たれ
ている証拠です。アユや川エビ
のほか上流では在来種のアマゴ

（
の
ぼ
り
そ
う
）

奈
半
利
町
か
ら
室
戸
市
に
入
る

と
、
海
岸
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

岩
々
が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

室
戸
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
の
西
の
玄
関
口
、
羽
根
岬
で

す
。
羽
根
岬
の
周
辺
で
は
、
ア

ユ
や
川
エ
ビ
が
生
息
す
る
清

流
・
羽
根
川
と
、
豊
か
な
自
然

を
生
か
し
た
生
活

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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イ
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ク
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岬
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岬
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が
で
き
ま
す
。

羽根岬の海岸で見られる生痕化石は、約
5000 万年前に二枚貝が深海底をはった
化石です。室戸で見つかっている化石の
中では、最も古いと考えられています。

登
地
区
で
は
、
昔
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

混
和
剤
に
も
活
用
さ
れ
た
白
い
泥
の
地

層
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
付
加
体
の

上
に
た
ま
っ
た
３
０
０
万
年
前
の
地
層

で
、
貝
や
魚
の
耳
石
、
サ
メ
の
歯
の
化

石
が
見
つ
か
り
ま
す
。
私
有
地
な
の
で
、

採
集
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。
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０
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サ
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の
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化
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が
見
つ
か
り
ま
す
。
私
有
地
な
の
で
、

採
集
に
は
許
可
が
必
要
で
す
。

（
土
佐
日
記
）

も生息しています。  2. 鏡雄（かがみお）神社（戎町）。江戸
時代初期、土佐藩の管理する米を配って羽根の人たちを飢
餓から救った武士、岡村十兵衛を祀っています。羽根の名
物「お倉饅頭」は、十兵衛が羽根の人たちに供してくれた
米俵をモチーフにしています。
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足を延ばしてみよう。
吉良川の山間エリア

1 km

断層露頭

佐喜浜
メランジュ

長者野小中学校

日南

吉良川まちなみ吉良川まちなみ

国
道
55
号
線

県道
368
号線

2. 断層露頭

海のプレートに押されることにより、地層

に割れ目ができたり、岩石がすりつぶされ

たりしました

3. メランジュの中の斑レイ岩

泥岩の中に、様々な岩石が混ざっています。

ここで見られる斑レイ岩はかつて海のプ

レートの一部だったものかも知れません。

4.  日南集落

田芋、ボタナスなどの野菜や、黒糖がつくら

れています。ここに来ると懐かしい気持ちに。

1. 山間部の中心地、長者野

昔は山間部に、多くの人々が住んでいました。

今では人口が減っていますが、木を切り出した

り、炭を焼いたり、田畑を耕したり…そんな山

の暮らしが長い間営まれていました。長者野は

いくつかの集落の中心地で、立派な石垣からは

当時の様子が思い起こされます。

ひ　なた

ひ  なた

わかいし



二
つ
目
は「
海
水
準
の
変
動
」。地
球

は
暖
か
い
時
代
と
寒
い
時
代
を
繰

り
返
し
て
き
ま
し
た
。暖
か
い
時
代

の
海
水
面
は
高
く
、波
の
浸
食
に
よ

っ
て
海
底
に
は
平
坦
な
面(

段
丘
面)

が
つ
く
ら
れ
ま
す
。一
方
、寒
い
時
代

に
は
海
水
面
が
下
が
り
、浅
い
海
底

が
干
上
が
り
ま
す
。

室
戸
で
も
っ
と
も
広
い
段
丘
面
は
約

１
２
．５
万
年
前
に
形
成
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
時
代
は
、「
最
終
間
氷
期
」

と
い
っ
て
、最
後
の
氷
河
期
が
始
ま

る
前
の
暖
か
か
っ
た
時
代
で
す
。海

水
面
は
現
在
と
同
じ
高
さ
で
、世
界

各
地
の
沿
岸
部
で
段
丘
面
が
つ
く

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、大
地
が
隆
起
し
て
い
る

地
域
に
は
、こ
の
時
代
の
段
丘
面
が

残
っ
て
い
ま
す
。日
本
で
も
、多
く
の

地
域
で
こ
の
階
段
の
よ
う
な
地
形

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大
地
と
海
の
２
つ
の
変
化
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、こ
の
よ
う
な

階
段
の
よ
う
な
地
形
が
作
ら
れ
た

の
で
す
。

① 浅い海では波で海底が削られ平

坦な面(のちの段丘面)がつくら

れる。波打ち際では大地が削ら

れ、崖ができる。

② 浅い海底が干上がって陸になる

。この間も大地は盛り上がりつづ

けているため、再び海面が上が

っても一部は陸であり続ける。



0      500 m

吉良川のまちなみ吉良川のまちなみ

礫層礫層

畑の中には丸い小石がいっぱい。これは波打
ち際にあるような丸い石が風化したもので
す。台地上は開墾が大変な場所で、記念碑や
当時のため池があります。

吉良川の西側の段丘上に広がる
台地が枦山ー西山台地。
サツマイモやスイカ、柑橘類、ナス、
センリョウなどが栽培されていま
す。段丘の上では、「くさり礫」と
呼ばれる、海岸にあるような丸い石
が畑の中から見られます。実はかつ
てはここは海だったのです。くさり
礫は、ここが海面近くにあった頃に
波で繰り返し転がり、角がとれて丸
くなったものです。また、数多くあ
る溜池からは、水利に乏しい台地を
開拓した先人たちの苦労がしのばれ
ます。

た青少年教育施設。農業体験や
シュノーケリング、クルージン
グなどの自然体験プログラムが
あります。ジオパークとの連携
イベントもあるので要チェック
です！

行当岬の北側に広がる台地。ここでは、温
暖な気候を生かしてお茶の栽培がおこなわ
れています。4 月中旬に摘み取られる一番
茶は、全国有数の早さです。また低地部と
の温度差で発生しやすい霧は、程よく紫外
線を遮り、うまみ成分のテアニンを多く含
んだ良質の茶葉を栽培する条件にもなって
います。
また、崎山台地には、国立青少年自然の家
や四国霊場 26 番札所の金剛頂寺がありま
す。青少年自然の家は自然体験を中心とし

はぜ　やま

れき
海が削って作った平坦な台地、サツマイモなどの畑が広がる。海が削って作った平坦な台地、サツマイモなどの畑が広がる。

ポンカンなどの柑橘類が豊富。ポンカンなどの柑橘類が豊富。夏には甘いスイカがおすすめ。夏には甘いスイカがおすすめ。

甘くてやわらかい、西山台地のサツマイモ。甘くてやわらかい、西山台地のサツマイモ。

センリョウは竹の囲いの中で、強い日差し

が当たり過ぎないように育てられる。

センリョウは竹の囲いの中で、強い日差し

が当たり過ぎないように育てられる。



佐
喜
浜
や
河
内
、奥
郷
で
は
「
鯨

石
」
と
よ
ば
れ
る
石
（
玄
武
岩
）

が
石
垣
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
石
の
色
や
形
が
ク
ジ
ラ
の

「
身
」
に
似
る
こ
と
に
由
来
し

ま
す
。
室
戸
の
人
に
と
っ
て
ク

ジ
ラ
が
い
か
に
身
近
で
あ
っ
た

か
が
わ
か
り
ま
す
。
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。
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。

　　　　　　  椎 名

の捕鯨山見跡。

浮
津
や
津
呂
な
ど
の
集
落
で
は
、
昔
、

捕
鯨
が
盛
ん
で
し
た
。
捕
鯨
で
使
用

さ
れ
た
舟
の
一
つ
に
、
勢
子
舟
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
ク
ジ
ラ
を
網
に

追
い
込
む
役
目
を
す
る
舟
で
す
。
こ

の
舟
の
特
徴
は
、
キ
ク
や
ス
イ
セ
ン

な
ど
の
模
様
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ

て
い
る
こ
と
と
、
舟
の
進
む
ス
ピ
ー

ド
を
速
め
る
た
め
に
、
先
端
が
鋭
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

浮
津
や
津
呂
な
ど
の
集
落
で
は
、
昔
、

捕
鯨
が
盛
ん
で
し
た
。
捕
鯨
で
使
用

さ
れ
た
舟
の
一
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に
、
勢
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こ
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ク
ジ
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を
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追
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目
を
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。
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の
特
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キ
ク
や
ス
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セ
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な
ど
の
模
様
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ

て
い
る
こ
と
と
、
舟
の
進
む
ス
ピ
ー

ド
を
速
め
る
た
め
に
、
先
端
が
鋭
く

な
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

現
在
、
室
戸
で
は
捕
鯨
は
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
勢
子
舟
は
７
月
に
海

の
駅
と
ろ
む
で
開
か
れ
る
「
土
佐
室

戸
鯨
船
競
漕
大
会
」
で
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

現
在
、
室
戸
で
は
捕
鯨
は
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
勢
子
舟
は
７
月
に
海

の
駅
と
ろ
む
で
開
か
れ
る
「
土
佐
室

戸
鯨
船
競
漕
大
会
」
で
見
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　   

で
き
ま

す
。
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
捕
鯨
の

様
子
を
体
感
し
て
、
室
戸
の
人

と
鯨
の
つ
な
が
り
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

キ
ラ
メ
ッ
セ
室
戸
の
前
の
海
岸

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。こ
こ
で
は
、

約
３
千
万
年
前
の
深
海
で
積

も
っ
た
砂
と
泥
が
、
規
則
的
な

縞
模
様
の
地
層
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
地
層
の
表
面
に
は
、
深

海
生
物
が
は
っ
た
跡
（
生
痕
化

石
）
も
み
ら
れ
ま
す
。

国
道
　 

号
線
を
走
っ
て
く
る

と
、
吉
良
川
と
行
当
岬
の
間
に

あ
る
道
の
駅
「
キ
ラ
メ
ッ
セ
室

戸
」
に
た
ど
り
着
き
ま
す
。

55

ぎ
ょ
う
ど



2323

1. 泥岩の層に生えるアゼトウナは、固い砂岩
の層ではなく、もろい泥岩の層を選んで根を
張る。  2. 新村遊歩道は歩きやすく整備されて
いる。3. 海底に残った流れの痕跡である漣痕。

4. 海の底の地層がまだ柔らかかった頃に、海底で起きた地すべ
りによって、地層がぐにゃっと曲がったスランプ構造。5. 不動
岩にたたずむ地蔵。6. 吉良川方面から見た行当岬、平らな段丘
面がよく分かる。7. 新村不動のわきに根を張り巡らせるアコウ。

れん こん

こ
こ
で
は
規
則
的
に
繰
り
返
す
シ
マ
シ

マ
の
地
層
や
グ
ネ
グ
ネ
に
折
り
曲
げ
ら

れ
た
地
層
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
こ
で
は
規
則
的
に
繰
り
返
す
シ
マ
シ

マ
の
地
層
や
グ
ネ
グ
ネ
に
折
り
曲
げ
ら

れ
た
地
層
を
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

室
戸
に
は
、羽
根
岬
・
行
当
（
ぎ
ょ
う
ど
）

岬
・
室
戸
岬
の
３
つ
の
岬
が
あ
り
ま
す
。

行
当
岬
周
辺
の
海
岸
が
行
当-

黒
耳（
く

ろ
み
）
海
岸
で
す
。

室
戸
に
は
、羽
根
岬
・
行
当
（
ぎ
ょ
う
ど
）

岬
・
室
戸
岬
の
３
つ
の
岬
が
あ
り
ま
す
。

行
当
岬
周
辺
の
海
岸
が
行
当-

黒
耳（
く

ろ
み
）
海
岸
で
す
。

行
当
岬
に
ほ
ど
近
い
新
村
（
し
む
ら
）

地
区
で
は
海
岸
に
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
シ
マ
シ
マ
の
中
を
散
策
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

行
当
岬
に
ほ
ど
近
い
新
村
（
し
む
ら
）

地
区
で
は
海
岸
に
遊
歩
道
が
整
備
さ

れ
、
シ
マ
シ
マ
の
中
を
散
策
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ぎ
ょ
う      

ど

ぎ
ょ
う      

ど

く
ろ

　
　
　み

く
ろ

　
　
　み



室
戸
市
街
か
ら
室
戸
岬
ま
で

の
海
岸
が
、
菜
生―

坂
本
海

岸
で
す
。
国
道
沿
い
に
は
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
の
花
が
植
え
ら

れ
、
夏
に
な
る
と
南
国
気
分

が
味
わ
え
ま
す
。
国
道
か
ら

磯
へ
降
り
る
と
、
赤
や
緑
色

の
地
層
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ

の
赤
い
岩
は
「
赤
ば
え
（
赤

ば
い
）」
と
よ
ば
れ
、
か
つ

て
は
石
垣
や
硯
に
使
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
は
陸
か
ら

離
れ
た
海
底
に
泥
や
火
山
灰

な
ど
が
積
も
っ
て
で
き
た
も

の
で
、
火
山
灰
に
含
ま
れ

る
鉄
分
の
影
響
で
、
色
が
つ

き
ま
し
た
。
耕
地
が
少
な
い

海
岸
部
で
、
か
つ
て
野
菜
の

生
産
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ

る
菜
生
（
な
ば
え
）
で
は
畑

を
荒
ら
す
巨
大
な
ガ
マ
ガ
エ

ル
を
退
治
す
る
物
語
が
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

菜生海岸

坂本海岸

津呂港

室戸岬漁港

室戸市街室戸市街

室津港室津港

ハイビスカスの花ハイビスカスの花

赤ばえ赤ばえ 菜生海岸の砂岩層菜生海岸の砂岩層

とろむ

赤ばえ

十
月
の
津
呂
王
子
宮
大
祭
で
は
、
神
輿

行
列
の
前
で
邪
気
を
払
う
「
棒
打
ち
」

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ヨ
ー
ワ
・

ユ
ー
エ
・
ド
コ
イ
エ
」（
世
の
中
が
優

雅
に
栄
え
る
よ
う
に
）と
唱
え
な
が
ら
、

子
供
た
ち
が
二
人
一
組
に
な
っ
て
樫
の

棒
を
打
ち
合
い
ま
す
。

国立室戸青少年自然の家の
「ミニクルージング」

国立室戸青少年自然の家の
「ミニクルージング」

江
戸
・
明
治
期
に
は
捕
鯨
、
戦
後
は
遠

洋
マ
グ
ロ
漁
の
拠
点
で
あ
っ
た
津
呂
港

（
室
戸
岬
漁
港
）
も
、
地
震
に
よ
る
隆
起

の
た
び
に
掘
り
込
み
工
事
を
行
っ
て
き

た
港
で
す
。

江
戸
・
明
治
期
に
は
捕
鯨
、
戦
後
は
遠

洋
マ
グ
ロ
漁
の
拠
点
で
あ
っ
た
津
呂
港

（
室
戸
岬
漁
港
）
も
、
地
震
に
よ
る
隆
起

の
た
び
に
掘
り
込
み
工
事
を
行
っ
て
き

た
港
で
す
。

な

　
　
　ば

　え

展望台

津

　呂

つ

　
　
　
　
　
　
　
　ろ



室
戸
岬
に
は
、
４
つ
の
ゾ
ー
ン

が
あ
り
ま
す
。

1

1. 枝を張るアコウ。 風が強い室戸岬では枝が横

方向にのびる。  2. 段丘上の室戸岬灯台。巨大

なレンズで約 49 ㎞先まで光を届け、100 年以

上も室戸岬の海運を見守ってきた。  3. ハマア

ザミの花。根の天ぷらは室戸の春の風物詩。  4. 

海岸周辺を歩いているアカテガニ。  5. オレン

ジ色が鮮やかなオオキンカメムシ。  6. 神明窟

の中から見た空。弘法大師・空海修行の地の一

つで、これらは縄文海進期に波の浸食によって

出来た洞窟。

1

2

3

4 5

6

深
海
ゾ
ー
ン
で
は
、
約
１
６
０

０
万
年
前
の
深
海
に
降
り
積

も
っ
た
砂
や
泥
の
層
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
か
つ
て
海

底
だ
っ
た
頃
に
刻
ま
れ
た
、
深

海
の
い
と
な
み
を
覗
い
て
み
ま

し
ょ
う
。

亜
熱
帯
性
植
物
ゾ
ー
ン
に
は
、

ア
コ
ウ
や
ク
ワ
ズ
イ
モ
を
は
じ

め
と
す
る
亜
熱
帯
性
の
植
物
が

数
多
く
見
ら
れ
、
生
い
茂
る
木
々

の
中
で
は
多
く
の
鳥
や
カ
ニ
、

昆
虫
が
生
息
し
、
豊
か
な
生
態

系
が
育
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
地
の
誕
生
ゾ
ー
ン
で
は
、
地

震
の
際
に
陸
化
し
た
平
地
が
広

が
り
、
大
地
誕
生
の
最
前
線
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

海
底
マ
グ
マ
ゾ
ー
ン
で
は
、
約

１
４
０
０
万
年
前
に
海
底
の
地

層
の
中
に
入
り
込
ん
だ
マ
グ
マ

が
冷
え
固
ま
っ
た
斑
レ
イ
岩
が

目
前
に
広
が
り
、
太
古
の
海
底

下
の
出
来
事
を
観
察
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

深海から来た大地と

亜熱帯の森

太
平
洋
に
向
か
っ
て
三
角
形
に
突

き
出
し
た
室
戸
半
島
。
そ
の
先
端

に
位
置
す
る
室
戸
岬
は
、
大
地
誕

生
の
最
前
線
。
こ
こ
は
、
人
々
が

生
活
す
る
大
地
が
一
体
ど
こ
で
つ

く
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ

る
の
か
、
そ
れ
を
知
る
こ
と
が
で

き
る
場
所
で
す
。

大
地
の
上
に
は
、
亜
熱
帯
性
の
植

物
が
森
を
形
成
し
、
様
々
な
生
き

物
の
住
処
と
な
っ
て
い
ま
す
。

室
戸
岬
は
室
戸
の
大
地
形
成
と
、

そ
の
上
で
営
ま
れ
る
自
然
を
象
徴

す
る
場
所
で
す
。
こ
こ
か
ら
旅
を

始
め
れ
ば
、
大
地
と
人
の
ス
ト
ー

リ
ー
が
見
え
て
き
ま
す
。

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
に
参
加
す
れ
ば
、

大
地
の
成
り
立
ち
や
豊
か
な
自

然
、
人
々
の
歴
史
ま
で
、
丁
寧
な

解
説
付
き
で
巡
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ガ
イ
ド
さ
ん
と
一
緒
に
、
岩

や
動
植
物
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、

遊
歩
道
を
散
策
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

ビシャゴ岩ビシャゴ岩

ポットホールポットホール
タフォニタフォニ
ホルンフェルスホルンフェルス

エボシ岩エボシ岩

岬観光ホテル岬観光ホテル

水掛け地蔵水掛け地蔵

竜宮岩竜宮岩

国道
55 号線
国道
55 号線 月見ケ浜月見ケ浜

アコウアコウ

タービダイトタービダイト

斑レイ岩斑レイ岩

室戸岬園地
休憩所

室戸岬園地
休憩所

室戸市観光協会
案内所

室戸市観光協会
案内所

御厨人窟御厨人窟

ヤッコカンザシ
の巣穴痕
ヤッコカンザシ
の巣穴痕

深海
ゾーン
深海
ゾーン

亜熱帯性植物
ゾーン

亜熱帯性植物
ゾーン

海底マグマゾーン海底マグマゾーン

100m
N

室 

戸 
岬

室 

戸 
岬

青
空
に
映
え
る
白
亜
の
灯
台
。

波
が
砕
け
る
荒
々
し
い
海
岸
。

岩
肌
に
残
る
深
海
の
痕
跡
。

根
を
張
り
巡
ら
せ
る
亜
熱
帯
性
植
物
。

室
戸
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
物
語
は
、

こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

大地の誕生ゾーン大地の誕生ゾーン



海底マグマゾーン（エボシ岩）

室
戸
岬
灯
台
ツ
ア
ー

室
戸
岬
灯
台
ツ
ア
ー

一説によると
紀貫之も
訪れたとか

灯台ツアーでは、森を通り抜けて灯台に出ます。灯台ツアーでは、森を通り抜けて灯台に出ます。白い灯台前と青い空！白い灯台前と青い空！

9時～17時まで。1～2名1時間まで2000円。

3名から参加人数 1名追加ごとに 1000 円プラ

ス。延長1時間ごとに1名あたり800円プラス。

コースはご要望に応じて設定できます。ご予

約・お問い合わせは室戸世界ジオパークセン

ター（☎0887-23-1610）

　
室
戸
岬
の
岩
は
、
深
海
の
地
層

だ
け
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
遊
歩
道

沿
い
の
東
側
半
分
の
地
域
は
地
球

深
部
か
ら
海
底
近
く
ま
で
湧
き
上

が
っ
て
き
た
マ
グ
マ
で
出
来
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
今
は
柔
ら
か
く

も
熱
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。
約
１
４

０
０
万
年
前
に
地
層
中
に
入
り
込

ん
だ
マ
グ
マ
が
ゆ
っ
く
り
冷
え
固

ま
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
石
は
斑

レ
イ
岩
と
呼
ば
れ
、
白
と
黒
の
モ

ザ
イ
ク
模
様
が
き
れ
い
で
す
！

ゴ
ー
ル
は
空
海
が
修
行
し
た
と
い

う
、
御
厨
人
洞
。
室
戸
は
隆
起
し

て
い
る
の
で
、
こ
こ
か
ら
の
景
色

は
空
海
が
見
て
い
た
よ
り
も
高
い

場
所
か
ら
の
眺
め
な
の
で
す
。

アサギマダラ



ウラシマソウ
穂のような花は覆いに包まれている。

花の先端が長く伸びる様子が、浦島太

郎の釣り竿に似ているとか。

ウラシマソウ
穂のような花は覆いに包まれている。

花の先端が長く伸びる様子が、浦島太

郎の釣り竿に似ているとか。

ツバキ
1 ～ 3 月頃、紅～赤色の花を咲かせ

る。美容や食用の油を抽出すること

ができる。

ツバキ
1 ～ 3 月頃、紅～赤色の花を咲かせ

る。美容や食用の油を抽出すること

ができる。

大
切
に
し
た
い

室
戸
の
希
少
な
動
植
物ヤッコソウ

高知県で発見され、牧野富太郎に
より奴に見立てられて命名された。
シイノキなどの根に寄生する。

ミズキンバイ
池や沼など湿地に生える。高
知県を含む数県でのみで確認
される。

ヤブレカサモドキ
破れた傘に似ており、里山を
中心に分布する。

深海で作られた砂と泥の

地層には、水の流れ（漣痕）

や生物が海底で暮らして

いた跡（生痕化石）など

が残されています。これ

らは大昔の深海から送ら

れてきた「手紙」で、今

の私たちは陸上で「読む」

ことができます。

太平洋に突き出した室戸

岬は、海風の影響を大き

く受けます。室戸の沖に

は、赤道付近から北上し

てきた暖かい海流（黒潮）

が流れているため、温暖
な気候をもたらし、室戸岬の亜熱帯性の植物を育みました。

ヤッコカンザシ（ゴカイの仲間）

は海面付近に巣を作る動物です。

しかし、室戸岬の遊歩道沿いには

海面よりずっと高いところにも巣

があります。これは大地が地震と

ともに隆起したときに、持ち上げ

られたものと考えられています。

巣が分布する高さや作られた年代

を調べることで、過去にどのタイ

ミングで地震が起こり、大地がど

のくらい隆起したのかを知ること

ができます。

在
来
種
の
す
み
か
を

奪
う
外
来
種

アオノリュウゼツラン
植物自体が大きく、群落
も作ることから、在来種
を圧迫している。

ウチワサボテン
繁殖力が強く、断片からも
簡単に再生する。分布範囲
が急激に増えている。

ノジギク
自生しているシオギクと
交配が進み、純粋なシオ
ギクが減りつつある。

ツルソバ
90 年代以降に持ち込ま
れた。現在は分布が拡
大している

ムラサキオカヤドカリ
室戸岬は重要な繁殖地に
なっており、見かけても捕
獲は絶対ダメ。

ムロトマイマイ
室戸に生息する固有のカタ
ツムリで、セトウチマイマ
イの亜種。

やっこ



オススメの絶景スポット

中岡慎太郎像上の展望台
大地の誕生を眺める

唐谷の滝
玄武岩を流れる清流

国立室戸青少年自然の家
繰り返される隆起で形作られた海成段丘

遍
路
文
化

遍
路
文
化

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
を
巡
る
「
お

遍
路
文
化
」。
室
戸
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
を
散
策
す
る
と
、
お
遍

路
さ
ん
の
姿
が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
を
巡
り
な
が

ら
、
お
遍
路
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て

み
ま
し
ょ
う
。

四
国
八
十
八
カ
所
霊
場
を
巡
る
「
お

遍
路
文
化
」。
室
戸
ユ
ネ
ス
コ
世
界

ジ
オ
パ
ー
ク
を
散
策
す
る
と
、
お
遍

路
さ
ん
の
姿
が
、
あ
ち
こ
ち
で
見
ら

れ
ま
す
。
ジ
オ
パ
ー
ク
を
巡
り
な
が

ら
、
お
遍
路
さ
ん
と
交
流
を
深
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
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ょ
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し
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1. ホテル明星。深層水を利用したお風呂。 2. 取水施設のアクアファーム。海洋深層水について知りたければココへ。3. オオグソ
クムシ。アクアファームで会えるぞ。 4. 佐喜浜では深海漁やホエールウォッチングも体験できる。5. 東海岸でとれるトコブシは
絶品。 6. 深層水を使ったスジアオノリの養殖。7. ディープシーワールド。8. シレストむろと。温水プールや足湯も。

1. ホテル明星。深層水を利用したお風呂。 2. 取水施設のアクアファーム。海洋深層水について知りたければココへ。3. オオグソ
クムシ。アクアファームで会えるぞ。 4. 佐喜浜では深海漁やホエールウォッチングも体験できる。5. 東海岸でとれるトコブシは
絶品。 6. 深層水を使ったスジアオノリの養殖。7. ディープシーワールド。8. シレストむろと。温水プールや足湯も。

室
戸
の
海
洋
深
層
水
は
、
表
層
水

と
比
べ
て
栄
養
が
豊
富
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
を
利
用

し
て
様
々
な
産
業
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
飲
料
水
の
ほ
か
、
ス
ジ

ア
オ
ノ
リ
や
サ
ツ
キ
マ
ス
の
養
殖
、

農
作
物
の
栽
培
に
も
用
い
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
深
層
水
を
利
用
し
た

温
水
施
設
が
室
戸
の
東
海
岸
に
立

地
し
、
一
帯
は
デ
ィ
ー
プ
シ
ー
ワ
ー

ル
ド
と
呼
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れ
て
い
ま
す
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層
水
は
、
表
層
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と
比
べ
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栄
養
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豊
富
と
い
う
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
点
を
利
用

し
て
様
々
な
産
業
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
飲
料
水
の
ほ
か
、
ス
ジ

ア
オ
ノ
リ
や
サ
ツ
キ
マ
ス
の
養
殖
、

農
作
物
の
栽
培
に
も
用
い
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
深
層
水
を
利
用
し
た

温
水
施
設
が
室
戸
の
東
海
岸
に
立

地
し
、
一
帯
は
デ
ィ
ー
プ
シ
ー
ワ
ー

ル
ド
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

室
戸
で
海
洋
深
層
水
が
取
れ
る
理
由

は
、
海
底
の
地
形
や
海
流
が
大
き
く

関
係
し
て
い
ま
す
。
室
戸
の
東
側
の

海
は
陸
地
か
ら
２
〜
３
㎞
沖
に
行
く

と
、急
に
深
さ
が
増
し
て
い
き
ま
す
。

深
さ
１
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
巨
大
な

崖
が
あ
る
の
で
す
。
そ
こ
に
深
海
の

水
の
流
れ
（
深
層
流
）
が
ぶ
つ
か
る

こ
と
で
、
深
層
流
が
崖
を
上
っ
て
く

る
湧
昇
流
と
な
り
ま
す
。室
戸
で
は
、

そ
の
湧
昇
流
を
水
深
三
百
数
十
ｍ
の

場
所
で
取
水
で
し
て
産
業
に
利
用
し

て
い
ま
す
。

海
水
に
は
、
表
層
水
と
深
層
水
が
あ

り
ま
す
。
表
層
水
は
水
深
２
０
０
ｍ

ま
で
の
海
水
で
、
深
層
水
は
そ
れ
よ

り
深
い
場
所
の
海
水
で
す
。
表
層
水

と
深
層
水
は
温
度
や
塩
分
濃
度
が
異

な
り
、
深
層
水
の
方
が
低
温
で
塩
分

濃
度
が
濃
い
た
め
、
重
た
い
海
水
で

す
。
室
戸
の
海
洋
深
層
水
は
太
平
洋

北
部
（
オ
ホ
ー
ツ
ク
、
ア
ラ
ス
カ
付

近
）
で
冷
や
さ
れ
た
塩
分
濃
度
が
高

い
海
水
が
水
深
５
０
０
〜
１
０
０
０

０
ｍ
の
深
層
へ
潜
り
込
み
、
北
太
平

洋
を
時
計
回
り
に
回
っ
て
北
東
方
向

に
室
戸
の
東
海
岸
の
崖
ま
で
流
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

佐
喜
浜
か
ら
室
戸
岬
の
沿
岸
で
は
、

定
置
網
（
大
敷
網
）
漁
を
行
っ
て

い
る
地
区
が
、
高
岡
、
三
津
、
椎
名
、

佐
喜
浜
の
４
地
区
あ
り
ま
す
。
東

側
の
海
は
、
陸
か
ら
２
〜
３
㎞
も

沖
に
行
く
と
栄
養
豊
富
な
海
洋
深

層
水
が
湧
き
上
が
っ
て
く
る
場
所

で
す
。
こ
こ
で
は
良
質
な
植
物
プ

ラ
ン
ク
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ン
が
豊
富
に
発
生
し
て

い
る
た
め
、
良
い
漁
場
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
室
戸
の
極
上
の
海
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は
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海
洋
深
層
水
が
支
え
て
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と
も
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す
。
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て

い
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岸
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。
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。
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。
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。



佐喜浜
市街

段ノ谷山

段集落跡

加奈木のつえ

岩佐の清水と関所跡

枕状溶岩

佐
喜
浜
に
あ
る「
炭
空
間
ほ
の
ぼ
の
」は
、

土
佐
備
長
炭
の
資
料
館
。製
炭
方
法
や
土

佐
備
長
炭
の
特
徴
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

近
く
に
は
炭
窯
も
あ
り
ま
す
。

黒
潮
が
沖
を
流
れ
る
室
戸
は
温
暖
で
、海

岸
や
山
地
に
備
長
炭
の
原
料
と
な
る
ウ
バ

メ
ガ
シ
や
カ
シ
の
木
が
生
え
て
い
ま
す
。紀

州
備
長
炭
で
有
名
な
和
歌
山
の
お
遍
路

さ
ん
が
、室
戸
に
技
術
を
伝
え
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

佐
喜
浜
で
は
、土
佐
備
長
炭
の
ほ
か
、藩
政

時
代
か
ら
木
材
や
薪
の
生
産
が
盛
ん
で
し

た
。黒
潮
の
上
を
渡
る
湿
潤
な
気
流
が
山

地
に
吹
き
付
け
る
た
め
、山
間
部
で
は
降

雨
量
が
多
く
、木
の
成
長
を
支
え
て
い
る

の
で
す
。質
の
良
い
薪
や
炭
は
大
阪
に
運
ば

れ
ま
し
た
。

化
の
象
徴
が
、佐
喜
浜
俄（
に
わ
か
）で
す
。

俄
は
、江
戸
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、宴

会
や
路
上
で
行
わ
れ
た
即
興
芝
居
で
す
。

仮
装
を
し
て
即
興
で
演
じ
ら
れ
る
社
会

風
刺
的
な
芝
居
は
、周
囲
を
笑
い
の
渦
に

包
み
ま
す
。

上
方
と
の
繋
が
り
は
石
仏
か
ら
も
分
か
り

ま
す
。幕
末
に
設
置
さ
れ
た
佐
喜
浜
ミ
ニ
八

十
八
カ
所
に
は
、四
国
八
十
八
カ
所
に
ち
な

ん
だ
石
仏
が
置
か
れ
、札
所
を
参
拝
し
た
の

と
同
じ
ご
利
益
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
石
仏
の
多
く
は
大
阪
か
ら
寄

進
さ
れ
て
い
ま
す
。

逆
に
大
阪
か
ら
は
上
方
の
文
化
が
伝
え
ら

れ
ま
し
た
。こ
う
し
て
伝
わ
っ
た
上
方
文

地
す
べ
り
と
い
う

自
然
の
脅
威
を

経
験
し
、山
と
海

か
ら
も
た
ら
さ

れ
る
恵
み
を
存

分
に
受
け
、伝
統

文
化
を
受
け
継

い
で
き
た
ま
ち
、

そ
れ
が
佐
喜
浜

な
の
で
す
。

鹿岡鼻の夫婦岩鹿岡鼻の夫婦岩
か ぶ か の は な

ひ 　  お き

な 　 ら 　 し

ま る  や ま

め お と い わ

も と

奈良師・元海岸では、毎年アカウミガメが産卵
するために上陸します。地元の小学校ではウミ
ガメの保護活動が行われ、子どもたちは海につ
いて学んでいます。しかし、現在は昔に比べて
砂浜が減り、やってくるウミガメも少なくなっ
ています。一方で、砂が減ることで約 300 万年
前の化石を含んだ岩石が露出し、大型哺乳類（ク
ジラ？）や貝の化石が見つかっています。

日沖漁港に行くと大きな岩が見えます。これはマグマが冷
えて固まった玄武岩という岩石で、その表面をよく観察す
ると、丸い枕状の塊がいくつも見つかります。この丸い塊
が枕状溶岩です。これはドロドロのマグマが海底から噴出
したときに出来ます（地層の中でゆっくり冷えたものは、室戸岬
で見られる斑レイ岩になりました）。噴出したマグマの表面は
海水で冷されますが、中のまだアツアツの溶岩は表面を破っ
て再び噴出します。これが繰り返されると、丸い塊が積み
重なった形になるのです。ここでは海底に起きた事件を間
近で見ることが出来るのです。大ばえとも呼ばれるこの玄
武岩には、引きはがそうとしても離れない巨大なアワビが
張り付き、甲浦から羽根岬までのイシダイが食らいついた
という民話が伝えられています。

海の中に立っている大きな二つの岩は夫婦岩と呼
ばれている海食柱です。岩の表面にはいろんな大
きさの穴が開いています。これはタフォニと呼ば
れ、岩に海水がしみ込み。塩の結晶が成長する圧
力によって岩石に割れ目ができ穴になっていきま
す。大晦日に夫婦岩の間に灯るとされる「竜灯」
の伝説が残っています。





岩
佐
の
清
水

と
関
所
跡

佐
喜
浜
川
の
川
岸
の
土
砂
は
、上
流
に
あ
る

山
々
が
崩
壊
し
て
流
れ
て
き
た
も
の
で
す
。

川
の
最
上
部
に
は「
加
奈
木
」と
い
う
場
所

が
あ
り
、こ
の
場
所
の
山
々
は
昔
か
ら
大
き

な
崩
壊
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。高
知

で
は
、山
が
崩
れ
る
こ
と
を「
つ
え
る
」と
言

い
、江
戸
時
代
の
加
奈
木
の
大
規
模
崩
壊
は

「
加
奈
木
の
つ
え
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

室
戸
は
、土
地
の

隆
起
速
度
が
は

や
く
、そ
し
て
雨

が
多
い
場
所
で

す
。そ
の
た
め
、

固
い
山
も
長
い

年
月
の
間
に
も

ろ
く
な
り
、斜
面

部
分
が
崩
れ
て

人
々
は
加
奈
木
の
つ
え
に
立
ち
向
か
う
べ

く
、治
山
工
事
を
１
９
１
６
年
か
ら
１
９
６

大
規
模
な
地
す
べ
り
や
崩
落
、落
石
が
起
こ

る
の
で
す
。

４
年
の
お
よ
そ
半
世
紀
に
わ
た
っ
て
行
い
、砂

防
堰
堤
７
３
箇
所
が
築
か
れ
ま
し
た
。下
流

に
堆
積
し
た
土
砂
は
、コン
ク
リ
ー
ト
な
ど
の

建
設
資
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、佐
喜
浜
川
下
流
の
住
民
も
、小
高
い
場

所
に
住
居
を
構
え
る
工
夫
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

か
つ
て
は
野
根
か

ら
室
戸
岬
に
至
る

海
岸
の
往
来
が
難

し
か
っ
た
た
め
、

上
方
と
土
佐
を
つ

な
ぐ
街
道
が
あ

り
ま
し
た
。と
く

に
、１
２
２
１
年
に

土
御
門
上
皇
が
、

１
６
０
１
年
に
山

か

な

ぎ

内
一
豊
が
通
過
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
、江
戸

時
代
に
は
参
勤
交
代
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
そ
の
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。尾
根
沿

い
で
水
が
少
な
く
、飲
み
水
と
し
て「
岩
佐
の

清
水
」が
有
名
で
、佐
喜
浜
川
の
源
流
で
す
。

山
の
崩
壊
過
程
で
は
平
坦
な
場
所
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。実
は
、そ
こ
に
関
所

が
立
地
し
て
い
る
の
で
す
。

1. 段の谷山最大級の杉の一つ「大杉」、幹周りは 12m にもなる。 2. 登山道は整備されていて歩きやすい。3. 段ノ谷山の下には

かつて木工品を加工・製造する職人の集落である「段集落」が存在した。今は石垣を残すばかりだか、昔暮らしていた人は佐喜

浜の市街地に移り住んでいる。段の集落は、次ページに登場する加奈木のつえで発生した土砂の上に位置していると考えられて

いる。

段ノ谷山エリアは国有林内にあり入林許可が必要。
でもガイドツアーなら面倒な申請が不要！
２～５名のグループ：10,000円
６名より大きい団体さまの場合は、１名増えるごとに
2,000円のガイド料金が増えます。
ガイド時間は２時間から可能。
【問い合わせ・申込み】
室戸世界ジオパークセンター　☎0887-23-1610



海岸と山の斜面にはさまれた都呂集落では、南海トラフ

地震に備えるため、2016 年に日本で初めて津波避難シェ

ルターがつくられました。

7.  海嘯の石碑
室戸の自然災害の中で、

被害が大きいものの一

つが高波（海嘯 かいしょ

う）です。津呂港（室戸

岬 漁 港 の 一 部）周 辺 の

旧道には「昭和 9 年の

室戸台風による高波が

こ こ ま で 来 た」と い う

石碑が 8 カ所残ってい

ます。

8.  三津海岸で磯遊び
春から夏には室戸世界ジオパークセンターの前で「自
然体験 磯遊び」を実施しています。潮だまりで生き物
を観察できます。この場所はマグマが固まった岩の岩
脈に守られていて、大きな波は来ません。

10.  深海の貝の化石
メタンを含む冷水湧出帯や熱水噴出口などの深海に生

息するシロウリガイの化石は、室戸の大地が深海から

隆起して形作られている証拠の一つになります。2019

年に地元高校生のおかげで市の文化財になりました。

11.  シットロト踊り

9.  津波避難シェルター12.  二ホンミツバチの巣箱
一部の山間部でしか見られない二ホンミ

ツバチの巣箱が、室戸にはところどころ

あります。ハチミツは巣箱によって味が

異なり、その場所ならではの自然の恵み

です。

シットロト踊りは、7 月に地元の漁師さんが鮮やかな
衣装を身にまとい、魚の供養と豊漁祈願のために漁業
にゆかりのある場所を巡りながら踊ります。シットロ
ト踊りへの参加は、一種のステータスで女性にモテた
そうです。

1. 中川内集落4. 池山池と池山神社
奥郷集落から山道を歩くと、突然開けた空間に出ます。

そこには、雨の後にだけ現れる池があります。この池は

地すべりで出来た凹んだ場所に形成された湖で、真ん中

には神社がひっそり佇んでいます。大蛇伝説もある場所

で、地域の人たちが大切にしています。

4. 池山池と池山神社
奥郷集落から山道を歩くと、突然開けた空間に出ます。

そこには、雨の後にだけ現れる池があります。この池は

地すべりで出来た凹んだ場所に形成された湖で、真ん中

には神社がひっそり佇んでいます。大蛇伝説もある場所

で、地域の人たちが大切にしています。

川が作った河成段丘の上にある集落です。段丘上で水害

が少なく、獅子舞などの伝統文化が伝わっています。

3. 黒耳のビワ
西に面した斜面が広が

る黒耳ではビワ栽培が

盛ん。その理由の一つ

は実が成長する冬に、

冷 え 込 み で 凍 っ て し

まった実が日中にゆっ

くり解凍されるから。

東 で は 朝 日 が 直 接 当

たって急速に解凍され

て傷みやすいんです。

5. 御釜岩（おかまいわ）
室津港の拡張工事を担当した一木権兵衛（いちきごん

べ え）は、難 工 事 に 際 し、自 ら 人 柱 と な り ま し た

（1679 年）。彼が命がけで取り除いたという「御釜岩」

が、いまでも残されています。

2. 義長（ぎちょう）神社
羽根川上流の河岸段丘の上に義長神社（八王子宮）があ

ります。大祭は、南北朝時代にこの地に落ち延びた武将 

仁木義長（にきよしなが）に由来しており、落ち延びた

263 人分の餅を里芋で作り、奉納します。

6. 旧漁協のビル

古くから捕鯨で栄えた津呂では、近代になって遠洋マ

グロ漁業が盛んになりました。日本有数の遠洋漁業基

地だった面影を伝える大きなビルが残っています。



Muroto UNESCO Global Geopark

貴重な自然遺産を守りましょう。

室戸ユネスコ世界ジオパークのほとんどの場

所では、岩石や動植物の採取に許可が必要と

なります。許可申請は室戸市までお問い合わ

せください。学術的な調査・研究の際には、

当協議会までお問い合わせください。
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